
Ⅰ 調査の概要  
（１）調査目的 

本調査は、市の施策への満足度やまちづくりへの意識を調査し、令和 5 年度〜6 年度に策定する各務原市総

合計画に市民の意見を反映させることを目的とする。 

（２）調査の設計 

調査対象地域 各務原市全域 

調査対象 各務原市内在住の 18 歳以上の市民 3,000 人 

抽出方法 住民基本台帳による無作為抽出 

調査方法 配布︓郵送、回収︓郵送及びインターネット 

調査時期 令和 4 年 11 月 22 日（火）〜12 月 5 日（月） 

（３）回収結果 

配布数 3,000 件 

回収数 1,178 件 

回収率 39.3% 

 

Ⅱ 各務原市への愛着など  
（１）各務原市への愛着 

「感じている」は 62.8%であり、令和 4 年

は平成 30 年に比べ 0.9 ポイント減少した。 

（２）各務原市の住みやすさ 

「とても住みやすい」「どちらかといえば住

みやすい」を合わせると 81.5%であり、令和

4 年は平成 30 年に比べて、4.4 ポイント増加

した。 

「とても住みにくい」「どちらかといえば住

みにくい」を合わせると 7.6%であり、令和 4

年は平成 30 年に比べて 3.1 ポイント減少し

た。 

（３）各務原市での定住意向 

「ずっと住み続けたい」は 58.7%であり、

令和 4 年は平成 30 年とほぼ同じである。 

（４）住みやすい理由 

住みやすい理由は、「生活環境が良いから」が

63%と一番多く、次いで「買い物に便利だから」

が 57.7%、「自然環境が良いから」が 50.5%で

上位となっている。 

平成 30 年と比べると、「生活環境が良いから」

「買い物に便利だから」が上昇した。 

 

※「とても住みやすい」「どちらかといえば住み

やすい」と答えた方からの回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）住みにくい理由 

住みにくい理由は、「交通事情や交通の便が良

くないから」が 67.8%、「買い物に不便だから」

が 54.4%、「勤務先・通学に不便だから」が

38.9%で上位となっている。 

平成 30 年と比べると、「交通事情や交通の便

が良くないから」「買い物に不便だから」「勤務

先・通学に不便だから」がいずれも上昇した。 

 

※「とても住みにくい」「どちらかといえば住み

にくい」と答えた方からの回答 
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保健・医療サービスが良いから

福祉分野のサービスが良いから

働く場所があるから

住民の意見が市政に反映されて

いるから

まちのイメージや雰囲気が良く、

親しみや愛着があるから

その他
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保育・教育環境が良くないから
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福祉分野のサービスが良くないから
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住民の意見が市政に反映されてい
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まちのイメージや雰囲気が悪く、親

しみや愛着を感じないから

その他
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Ⅲ 各務原市が取り組んでいる施策の分野についての重要度・満足度  
（１）分析の考え方 

37 項目について、満足度と重要度を右表のよ

うな配分で点数化し、その点数の合計値を、無回

答を除いた各設問の回答総数で割り、満足度・重

要度を得点化する。 

さらに、各項目の満足度と重要度の得点の関

係で分布図を作成し、ポートフォリオ分析を行

う。 

（２）分析結果 

重要度が高いのに満足度が低い分野は、「16.

社会保障」、「28.公共交通」、「34.雇用」などと

なっている。 

また、重要度が高く満足度が高い分野は、「10.

循環型社会」、「21.消防・救急」、「26.上下水道・

河川」などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ ５年間で、特に改善したと思う分野・悪化したと思う分野  
各務原市のまちづくりとして、ここ５年間で、特に改

善した（＝進展した）と思う分野は、「6.学びの機会」

が 12.9%と最も高く、次いで「4.学校教育」が11.8%、

「24.都市空間」が 11.4%となっている。 

特に悪化した（＝進んでいない）と思う分野は、「28.

公共交通」が 12.2%と最も高く、次いで「25.交通体

系（幹線道路・生活道路の整備等）」が 10.5%、「34.雇

用」が 9.4%となっている。 

 

 

Ⅴ 人口減少対策について  
各務原市の人口減少対策として有効と思われる施策

は、「子育て環境の充実」が 60.4%と最も高く、次いで

「結婚・妊娠・出産・産後への支援」が 48.6%、「雇用

の確保や就労支援」が 46.0%となっている。 

平成 30 年に比べ、「結婚・妊娠・出産・産後への支

援」が「雇用の確保や就労支援」を上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 幸せについて  
幸福度について、「７点」が 22.2％と最も高く、次いで「８点」が 20.1％、「５点」が 14.5％となっている。

平均値は 7.57 で、平成 30 年の 6.66 より高い。 
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15.2%
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11.7%
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2.1%

24.7%

50.3%

7.7%
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59.5%

17.1%

12.9%

19.9%

9.2%

4.8%

3.6%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

産業の活性化

雇用の確保や就労支援

産業人材の育成

結婚・妊娠・出産・産後への支援

子育て環境の充実

質の高い教育の提供

まちの魅力発信

移住・定住の促進

魅力あるイベントや観光資源の活用

他市町村等との広域的な連携・交流

その他

無回答

R4

(n=1,178)

H30

(n=1,058)

12.9%

11.8%

11.4%

0% 10% 20%

6.学びの機会

4.学校教育

24.都市空間 n=1,178

12.2%

10.5%
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28.公共交通
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得点＝
[①件数]*5+[②件数]*3-[③件数]*3-[④件数]*5

[件数合計]－[⑥件数]

重要度 得点化基準

① 重要 5点

② どちらかといえば重要 3点

③ あまり重要でない -3点

④ 重要でない -5点

⑤ どちらともいえない 0点

⑥ 無回答 母数から除外
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1.0

2.0

3.0

4.0

0.0 0.5 1.0 1.5

Ｙ
・
重
要
度

Ｘ・満足度

全体の重要度の平均 2.65

高

高低

全体の満足度の平均 0.66

1 市民協働
2 自治会・広報活動
3 人権・平和
4 学校教育
5 青少年教育
6 学びの機会
7 芸術・文化・歴史
8 スポーツ
9 環境保護・保全活動

10 循環型社会
11 生活環境
12 健康づくり
13 保健・予防
14 地域医療
15 地域福祉
16 社会保障
17 高齢者福祉
18 障がい児者福祉
19 子ども福祉
20 防災体制
21 消防・救急
22 防犯・交通安全
23 市民相談
24 都市空間
25 交通体系
26 上下水道・河川
27 都市基盤の機能強化
28 公共交通
29 都市ブランド
30 工業
31 商業
32 観光・交流
33 農業
34 雇用
35 行政運営
36 財政運営
37 広域連携

改善したと思う分野 

悪化したと思う分野 

満足度 得点化基準

① 満足 5点

② どちらかといえば満足 3点

③ どちらかといえば不満 -3点

④ 不満 -5点

⑤ どちらともいえない 0点

⑥ 無回答 母数から除外
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Ⅰ 調査の概要  
（１）調査目的 

本調査は、数年後に社会人として、また、まちづくりの担い手として活躍される中高生を対象に意見を伺い、

令和 5 年度〜6 年度に策定する各務原市総合計画に市民の意見を反映させることを目的とする。 

（２）調査の設計 

調査対象地域 各務原市全域 

調査対象 各務原市に所在する 8 中学校 3 年生 1 クラス、各務原市に所在する 3 高等学校 3 年生、

または 2 年生の内、市内在住者 60 人 

調査方法 配布︓依頼文直接、回収︓インターネット 

調査時期 令和４年 11 月 22 日（火）〜12 月 13 日（火） 

（３）回収結果 

配布数 500 件 

回収数 422 件 

回収率 84.4% 

 

Ⅱ 各務原市への愛着など  
（１）各務原市への愛着 

「とても好き」「どちらかといえば好き」を

合わせると 89.6%であり、平成 30 年に比べ

8.9 ポイント増加した。 

（２）各務原市の住みやすさ 

「とても住みやすい」「どちらかといえば住

みやすい」を合わせると 84.4%であり、平成

30 年に比べて、8 ポイント増加した。 

「とても住みにくい」「どちらかといえば住

みにくい」を合わせると 10.4%であり、平成

30 年に比べて 1.5 ポイント減少した。 

（３）各務原市での定住意向 

「ずっと住み続けたい」「一度市外に出て、

また各務原市に戻ってきたい」を合わせると

47.9%であり、平成 30 年に比べ 12.4 ポイン

ト増加した。 

（４）住みやすい理由 

住みやすい理由は、「生活環境が良いから」が

54.2%と一番多く、次いで「友達や知り合いが

多いから」が 49.2%、「自然環境が良いから」が

43.5%で上位となっている。 

平成 30 年と概ね同じ傾向となった。 

  

※「とても住みやすい」「どちらかといえば住み

やすい」と答えた方からの回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）住みにくい理由 

住みにくい理由は、「交通事情や交通の便が良

くないから」が 68.2%、「買い物に不便だから」

が 50%で上位となっている。 

平成 30 年と比べると、「交通事情や交通の便

が良くないから」「買い物に不便だから」がいず

れも増えている。 

  

※「とても住みにくい」「どちらかといえば住み

にくい」と答えた方からの回答 
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2.3%
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11.4%
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23.6%
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3.6%

45.5%

3.6%

5.5%

10.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活環境が良くないから

友達や知り合いが少ないから

自然環境が良くないから

交通事情や交通の便が良くないから

人間関係が良くないから

買い物に不便だから

物価が高いから

保育・教育環境が良くないから

消防・防災・防犯体制が良くないから

保健・医療サービスが良くないから

福祉分野のサービスが良くないから

まちのイメージや雰囲気が悪く、親

しみや愛着を感じないから

その他
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(n=44)
H30
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0.8%

15.7%
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54.1%

48.4%

45.0%

21.5%

14.7%

31.4%

5.4%

1.4%

2.8%

6.5%

1.1%

11.6%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活環境が良いから

友達や知り合いが多いから

自然環境が良いから

交通事情や交通の便が良いから

人間関係が良いから

買い物に便利だから

物価が安いから

保育・教育環境が良いから

消防・防災・防犯体制が良いから

保健・医療サービスが良いから

福祉分野のサービスが良いから

まちのイメージや雰囲気が良く、親し

みや愛着があるから

その他
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(n=356)
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(n=353)
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0.7%
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とても住みやすい どちらかといえば住みやすい
どちらかといえば住みにくい とても住みにくい
どちらともいえない 無回答
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21.0%

64.5%

59.7%

5.2%
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1.2%
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とても好き どちらかといえば好き
どちらかといえば嫌い 嫌い
その他 無回答
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32.7%

22.9%

19.2%

20.1%

32.9%

39.0% 5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4
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ずっと各務原市に住み続けたい
一度市外に出て、また各務原市に戻ってきたい
市外に移り住みたい
わからない
無回答
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Ⅲ 日常生活における満足度について  
（１）生活環境の満足度 

満足度について、「12.身近な緑や河川などの自然環境」で、「満足している」と「やや満足している」を合わ

せた『満足している』の割合が 81.5％と最も高く、次いで「1.病院や診療所などの医療サービス」が 80.8％、

「14.日常の買い物の便利さ」が 78.9％となっている。 

一方、「5.芸術や文化を楽しむ場や機会」が 53.4％と最も低くなっている。 

 
 

 

 

（２）特に重要だと思う項目 

生活環境をよりよくするために特に重要だ

と思う項目は、「6.電車・バス・道路などの交通

の便利さ」が 37.7%と最も高く、次いで「1.病

院や診療所などの医療サービス」が 36.7%、「3.

小・中学校の教育環境」が 29.1％となっている。 

平成 30 年に比べ、「14.日常の買い物の便利

さ」が低下し、「1.病院や診療所などの医療サー

ビス」「3.小・中学校での教育環境」が増えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ まちづくりへの関心について  
ボランティア活動等への参加意向は、「参加したいと

思っている」が 25.8％で最も高く、次いで「参加した

いと思うが参加できない」が 22.3％となっている。「積

極的に参加したい」「できるだけ参加したい」「参加した

いと思うが参加できない」の合計は 59.7%で、平成 30

年の 61.9%を下回った。 

 

Ⅴ 幸せについて  
幸福度について、「8 点」が 20.6％と最も高く、次いで「7 点」が 20.1％、「10 点」が 14.5％となっている。

平均値は 7.05 で、平成 30 年の 6.46 より高い。 
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凡 例 （％）

1.病院や診療所などの医療サービス

2.高齢者や障がい者への福祉サービス

3.小・中学校での教育環境

4.スポーツ・レクリエーションを楽しむ場や機会

5.芸術や文化を楽しむ場や機会

6.電車・バス・道路などの交通の便利さ

7.道路・歩道などの交通安全対策

8.まち並みの美しさ

9.公園や緑地、広場などの遊び場の数

10.ごみ処理やリサイクルなどの方法

11.騒音・振動・悪臭などの公害対策

12.身近な緑や河川などの自然環境

13.防災についての対策や取り組み

14.日常の買い物の便利さ
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1.病院や診療所などの医療サービス

2.高齢者や障がい者への福祉サービス

3.小・中学校での教育環境

4.スポーツ・レクリエーションを楽しむ場

や機会

5.芸術や文化を楽しむ場や機会

6.電車・バス・道路などの交通の便利さ

7.道路・歩道などの交通安全対策

8.まち並みの美しさ

9.公園や緑地、広場などの遊び場の数

10.ごみ処理やリサイクルなどの方法

11.騒音・振動・悪臭などの公害対策

12.身近な緑や河川などの自然環境

13.防災についての対策や取り組み

14.日常の買い物の便利さ
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